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一
万
三
千
争
砂
を
開
拓

受
益
農
家
四
千
戸

最
近
ク
ロ
ー
ズ
ア
ヅ
プ
さ
れ
て
き
た
苗
場
山
麓
地
域
開
発
は
す
で
に

農
林
省
や
北
陸
農
政
局
の
現
地
視
察
や
関
係
地
域
と
の
合
同
会
議
が

開
か
れ
る
な
ど
い
よ
く
本
格
的
な
調
査
の
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
何
分
に
も
広
大
な
土
地
と
水
資
源
を
も
つ
山
麓
一
帯
の
大

規
模
な
開
拓
事
業
で
あ
る
だ
け
に
、
慎
重
な
調
査
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
同
開
拓
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
県
で
ま
と
め
た
構
想
は

概
略
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
開
発
構
想

　
　
　
　
　
　
こ
の
事
業
は
開
拓

　
　
　
　
　
に
よ
る
農
用
地
造
成

　
　
　
　
　
一
万
三
千
三
百
診
お

　
　
　
　
　
よ
び
、
用
水
補
給
、
，

　
　
　
　
　
地
目
変
換
開
田
二
千

　
　
　
　
　
診
の
土
地
改
良
事
業

　
　
　
　
　
を
あ
わ
せ
た
総
合
開

　
　
　
　
　
拓
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

　
　
　
　
　
業
で
あ
り
、
一
万
三

　
　
　
　
　
千
三
百
か
を
開
拓
し

　
　
　
　
　
　
（
開
田
千
八
百
四
十

　
　
　
　
　
開
畑
一
万
千
四
百
六

　
　
　
　
　
十
診
）
二
千
か
の
土

　
　
　
　
　
地
改
良
を
行
う
も
の

　
　
　
　
　
で
開
発
の
基
本
的

　
　
　
　
　
考
え
は
水
田
を
主
軸

　
　
　
　
　
に
し
、
ア
ル
．
ヘ
ソ
酪

　
　
　
　
　
農
に
よ
る
経
営
規
模

　
　
　
　
　
拡
大
と
豊
か
な
農
村

　
　
　
　
　
社
会
の
建
設
を
は
か

　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
農
業
経
営
改
善
の

　
　
　
　
　
　
構
想

、
経
営
規
模
拡
大
の
目
標
は
、
将

来
の
農
業
所
得
を
全
国
勤
労
者
の

生
活
水
準
、
又
は
そ
れ
以
上
を
目

標
と
す
る
。
　
（
本
計
画
で
は
百
万

円
）

一1

苗場山麓地域開発概要図
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二
、
受
益
農
家
四
千
戸
は
平
均
一
戸

　
当
り
○
・
五
か
の
水
田
を
増
反
し

　
て
水
田
規
模
を
一
診
に
拡
大
し
、

　
さ
ら
に
酪
農
、
養
蚕
、
工
芸
作
等

　
を
加
え
た
複
合
経
営
に
よ
り
保
有

　
労
仇
力
を
有
効
に
経
営
内
に
燃
焼

　
し
農
業
所
得
の
増
大
を
計
る
。

三
、
経
営
組
織
は
各
部
門
毎
に
協
業

　
化
を
計
る
。

四
、
既
耕
地
の
近
代
化
の
た
め
に
、

　
ほ
場
整
備
を
お
こ
な
い
、
営
農
労

　
力
の
節
減
を
計
り
、
こ
れ
を
拡
大

　
さ
れ
た
経
営
に
充
当
す
る
。

　
土
地
利
用
計
画
の
構
想

一
、
水
田
開
発

亀
開
拓
千
八
百
四
十
診
土
地
改
良
地

　
目
変
換
田
百
六
十
診
あ
わ
せ
て
二

　
千
診
を
開
田
す
る
。

②
受
益
農
家
一
戸
当
り
平
均
五
十
ア

　
ー
ル
の
水
田
を
増
反
し
、
水
出
規

　
模
を
一
鴛
程
度
に
拡
大
し
、
こ
れ

　
を
基
礎
に
酪
農
等
の
導
入
を
計
る

⑱
水
田
造
成
は
標
高
五
百
厨
以
下
の

　
低
位
段
丘
七
団
地
に
傾
斜
五
度
ま

　
で
の
土
地
を
対
象
と
す
る
。

＠
大
型
機
械
導
入
を
前
堤
条
件
と
す

　
る
よ
う
三
度
未
満
の
土
地
（
千
三

　
百
四
十
か
六
十
七
％
）
は
三
十
ア

　
！
ル
以
上
の
区
画
に
、
又
三
～
五

　
度
の
土
地
（
六
百
六
十
診
三
十
三

ノ、H町

0

線

易1尺田1

　
　
容
、
ゲ

篇
謝
，
麟

↓

果
樹
自
然
的
立
地
条
件
か
ら
導
入
可
能

　
キ
目
さ
れ
る
果
樹
は
く
り
、
く
る

　
み
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
1
高
雪
地

　
帯
に
お
け
る
く
り
栽
培
に
つ
い
て

　
は
、
＋
日
町
市
に
前
例
が
あ
り
充
．

　
分
導
入
可
能
性
を
も
つ
ー

　
％
）
は
三
十
～
十
ア
：
ル
の
区
画

　
に
造
成
，
す
る
。

⑤
営
農
は
協
業
化
で
進
め
る
。

二
、
畜
産
開
発

①
こ
の
地
域
は
集
約
酪
農
地
域
に
指

　
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
将
来

　
酪
農
の
伸
び
の
強
い
地
域
と
目
さ

　
れ
て
い
る
。

②
導
入
牛
は
乳
牛
お
よ
び
、
乳
肉
兼

　
用
牛
を
約
二
万
頭
導
入
す
る
。

⑧
飼
養
方
式
は
放
牧
を
主
体
と
し
た

　
ア
ル
ベ
ン
酪
農
ー
夏
山
冬
里
方
式

　
ー
と
す
る
。

④
育
成
牛
は
市
町
村
営
放
牧
場
等
を

　
設
置
し
（
約
三
千
頭
収
容
）
酪
農
々

　
家
を
育
成
助
長
す
る
。

⑤
営
農
は
協
業
化
で
進
め
る
。

三
、
そ
の
他

②
タ
バ
コ

　
昭
和
四
十
年
の

　
百
四
十
六
診
実

　
績
が
あ
り
、
漸

　
増
の
傾
向
を
示

　
す
。
十
ア
ー
ル

　
当
り
粗
収
益
八

　
万
七
千
円
と
県

　
平
均
に
近
い
。

③
ホ
ッ
ブ

　
昭
和
四
十
年
二

　
＋
一
診
の
実
績

　
が
あ
る
。
品
質

　
は
貯
蔵
性
が
あ

　
る
こ
と
で
定
評

　
が
あ
り
近
年
急

　
激
に
増
植
さ
れ

　
て
い
る
。

④
養
蚕

　
古
く
か
ら
の
産

地
で
あ
り
、
飼
養
技
術
の
近
代
化
と

価
格
の
安
定
に
伴
っ
て
飼
養
意
欲
が

高
ま
っ
て
い
る
。

⑤
そ
さ
い

　
近
年
輸
送
そ
さ
い
と
し
て
、
大
根

　
（
加
工
原
料
）
き
ゃ
べ
つ
等
の
作
付

　
が
増
加
し
て
い
る
．

な
お
こ
の
事
業
に
よ
り
生
産
さ
れ
る

農
業
粗
生
産
額
は
、
現
在
の
地
域
農

業
粗
生
産
額
（
昭
和
四
十
年
三
十
一

億
円
）
の
約
一
・
九
倍
五
十
八
億
円
・

が
見
込
ま
れ
る
．

全
国
優
良
公
民
舘
で
表
彰
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
公
民
舘

　
こ
と
し
の
全
国
優
良
公
民
舘
と
し

て
十
日
町
市
公
民
舘
が
晴
れ
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

本
年
度
の
優
良
公
民
舘
は
全
国
で
十

四
舘
あ
り
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
選

ば
れ
た
わ
け
で
、
公
民
舘
表
彰
と
し

て
は
最
高
の
名
誉
あ
る
も
の
。

十
日
町
市
公
民
舘
（
舘
長
　
小
林
賢

秀
）
は
設
備
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、

機
関
紙
の
発
行
、
部
落
巡
回
講
座
、

婦
人
お
よ
び
家
庭
教
育
学
級
な
ど
産

業
、
へ
き
地
振
興
に
貢
献
が
あ
っ
た

ほ
か
、
各
事
業
に
独
得
な
創
意
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
た

び
の
表
彰
と
な
っ
た
。

表
彰
は
さ
る
三
日
の
文
化
の
日
に
文

部
省
で
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

－2謂一＝＝一＝蹴－器一＝縦一器一昌瓢一器一塁畿一器畿3＝＝日＝瑠＝蹴一3躍詣

須
藤
舘
長
代
理
と
中
林
教
育
長
が
受

彰
に
の
ぞ
み
天
皇
陛
下
の
拝
謁
を
賜
㎜

り
ま
し
た
。

糊
義
㎜
…
…
鵡
灘
灘
號

農
地
報
償
金

　
　
　
　
国
債
担
保
の
融
資

　
　
　
　
制
度

　
大
蔵
省
令
に
基
づ
い
て
国
民
金
融

公
庫
で
は
つ
ぎ
の
要
領
で
担
保
貸
付

…
皿
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

は㎜
㎜
◎
貸
付
条
件

　　建物競売入札公告

1．売却物件市立飛渡第1小学校
　　　　　　　旧校舎の1部
　　　　　　　延509。09㎡（154坪）

2。物件下見案内　昭和41年ll月25日

　　　　　　　午前9時30分より
　　　　　　　　　　　10時30分
3．入札日時場所昭和41年ll月25日午
　　　　　　　前U時十日町市役所

　　　十　　日　　町　　市

…
　
国
債
の
記
名
者
と
し
事
業
資
金
に

皿
　
限
る
。

㎜
㎜
貸
付
肇
年
以
内
、
年
六
分

㎜
　
国
債
の
償
還
日
を
支
払
日
と
し
、

淵
　
年
賦
償
還
と
す
る
。

㎜
㎜
◎
希
望
申
込
先

㎜
　
十
八
日
ま
で
十
日
町
市
農
業
委
員

㎜
会
に
．

　
　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
同
委
員
会

㎜
㎜
へ
・

㎜
㎜
　
農
地
報
償
金
の

副
　
　
請
求
は
お
早
く
〃

￥
＼
＼
＼
＼
￥
、
＼
＼
＼
＼
＼
＼
￥
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
N
N
￥
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
、
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
、
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
＼
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
モ
＼
N
、
N
＼
N
N
ト
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
合
格
者
は
昭
和
四
十
二
年
四
月
”

　
　
公
一
…

L
募
集
区
分

　
①
一
般
事
務
職
員
一
～
二
名

　
　
（
調
査
、
対
外
．
折
衝
等
で
女

　
　
子
を
あ
て
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な

　
　
い
事
務
の
補
助
）

　
②
応
募
資
格

　
　
昭
和
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に

　
　
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法

　
　
に
よ
る
大
学
卒
業
者
（
昭
和
四

　
　
十
二
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者

　
　
を
含
む
）
で
十
日
町
市
に
在
住

　
　
又
は
出
身
者
。

Z
試
験
の
方
法

　
ω
第
一
次
試
験

　
　
教
養
試
験
と
口
述
試
験
を
行
な

社
会
保
険
庁
長
官
か
ら
表
彰

十
日
町
市
職
員
募
集

国
民
年
金
事
業
成
績
優
良
で

　
国
民
年
金
事
業
優
良
市
町
村
と
し

て
十
日
町
市
が
こ
の
ほ
ど
社
会
保
険

庁
か
ら
長
官
表
彰
を
受
け
、
去
る
十

一
日
県
国
民
年
金
推
進
大
会
で
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
昭
和
四
十
年
末
国
民
年
金
被

保
険
者
数
は
一
三
、
○
八
四
人
、
加

入
率
九
九
・
六
％
、
徴
収
率
一
〇
〇
・

一
と
二
十
市
の
ト
ッ
ブ
と
い
う
成
績

で
こ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
賜
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。

　
　
い
ま
す
。

　
　
教
養
試
験
は
次
の
科
目
か
ら
出

　
　
題
し
、
筆
記
試
験
を
行
な
い
ま

　
　
す
。
国
語
、
数
学
、
社
会
、
作

　
　
文
、

　
　
口
述
試
験
は
主
と
し
て
人
物
に

　
　
つ
い
て
面
接
を
行
な
い
ま
す
。

②
第
二
次
試
験

　
　
第
一
次
試
験
合
格
者
の
身
体
検

　
　
査
を
行
な
い
ま
す
。

　
　
胸
部
疾
患
に
重
点
を
お
い
て
職

　
　
務
遂
行
に
必
要
な
健
康
度
を
有

　
　
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査

　
　
を
行
な
い
ま
す
。

　
　
第
二
次
試
験
の
期
日
に
つ
い
て

　
　
は
．
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

＆
発
表

　
第
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　
四
十
一
年
十
二
月
中
旬
に
発
表
し

　
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
第
二
次
試
験
終
了
後
、
最
終
合
格

　
者
を
決
定
し
、
昭
和
四
十
一
年
十

　
二
月
下
旬
に
発
表
し
、
市
役
所
前

　
掲
示
場
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格

　
者
に
通
知
し
ま
す
。

4
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　
　
一
日
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
，

　
②
給
与
は
大
学
卒
月
額
二
〇
、
五

　
　
〇
〇
円
で
、
こ
の
ほ
か
扶
養
手

　
　
当
、
通
勤
手
当
、
勤
勉
手
当
、

　
　
期
末
手
当
等
を
支
給
し
ま
す
。

ε
受
験
手
続

　
受
験
申
込
書
に
履
歴
書
（
写
真
貼
．
．

　
付
）
身
上
調
書
及
び
高
等
学
校
及

　
び
大
学
の
各
学
業
成
績
証
明
書
を

　
添
え
、
十
日
町
市
役
所
又
は
十
日

　
町
公
共
職
業
安
定
所
に
お
申
し
込

　
み
下
さ
い
。

　
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
身
上
調
書

　
の
用
紙
は
十
日
町
市
役
所
に
あ
り

　
ま
す
。

臥
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
十
五
日
か

　
ら
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
三
十
日

　
ま
で
。

λ
第
一
次
試
験
期
日
及
び
場
所

　
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
一
日

　
（
日
）
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
試
験

　
開
始
　
十
日
町
市
役
所
に
お
い
て

　
行
な
い
ま
す
。
　
（
当
日
は
筆
記
用

　
具
、
昼
食
を
持
参
し
て
下
さ
い
）

亀
こ
の
募
集
要
綱
に
つ
い
て
不
明
の

　
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
十
日
町
市
役

　
所
市
長
室
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い

溜
引
　
農
地
の
解
放
地
主
に
対
す
る
報
償

拙
金
に
つ
い
て
は
、
四
十
二
年
三
月
末

…
m
日
ま
で
の
請
求
期
限
に
な
っ
て
お
り

ぬ・
剛
ま
す
の
で
、
未
請
求
者
は
至
急
農
業

…
即
委
員
会
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

お

㎜
…
傷
疲
軍
人
、
軍
属

コ

．
　
　
　
戦
傷
病
者
手
帳

コ

，
一
　
　
　
　
を
交
付

訓
＝
　
旧
傷
疲
軍
人
、
軍
属
で
診
断
の
結

コ

㎜
㎜
果
第
一
目
、
第
二
目
症
の
裁
定
を
受

…
㎜
け
た
方
で
、
現
在
恩
給
を
受
給
し
な

翻
い
方
は
今
回
法
令
の
改
正
に
よ
り
、

ヨ

淵
戦
傷
病
者
手
帳
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

闇
こ
の
手
帳
の
交
付
に
よ
り
税
金
（
国

さ

㎜
㎜
税
年
額
六
千
円
）
が
控
除
さ
れ
る
恩

㎜
㎜
典
が
あ
り
ま
す
。

㎜
㎜
該
当
す
る
方
で
裁
定
通
知
を
お
持
ち

器
の
方
は
、
請
求
当
時
の
診
断
書
持
参

芳
蔓
社
会
福
祉
事
務
所
に
お
申
出

㎜
㎜
下
さ
い
。

㎜
㎜
社
会
福
祉
事
業
に
寄
附

コ
㎜
㎜
　
株
式
会
社
山
田
協
会
は
社
屋
新
築

あ

㎜
㎜
移
転
に
ち
な
み
金
五
万
円
を
又
、
市

綿
内
本
町
一
赤
沢
直
真
さ
ん
は
、
亡
く

コ

淵
な
っ
た
ム
メ
さ
ん
の
香
典
返
し
に
三

コ

劣
男
そ
れ
ぐ
社
会
福
祉
事
務
所

㎜
皿
に
寄
附
し
ま
し
た
。

雛
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灘
纈
額
幾
灘
漏
鋳
、
欝
灘
融
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
噂
』

市
内
生
産
所
得
に
8
6
億
円

　
こ
の
ほ
ど
標
準
方
式
に
基
ず
き
実

施
し
た
昭
和
三
十
九
年
の
市
民
所
得

推
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
ま
ず
当
市
の
就
業
構
造
を
み
る

と
、
一
般
に
所
得
の
低
い
と
い
わ
れ

る
第
一
次
産
業
の
就
業
人
口
は
近
年

急
速
に
減
少
し
、
第
二
次
産
業
就
業

人
口
の
増
加
が
目
立
っ
て
お
り
ま

す
。
例
え
ば
昭
和
三
十
年
は
第
一
次

産
業
就
業
人
口
は
全
就
業
人
口
の
五

十
二
・
三
三
％
で
、
第
二
次
産
業
就

業
人
口
は
二
十
七
・
六
一
％
が
昨
年

の
国
勢
調
査
結
果
で
は
、
第
一
次
産

業
就
業
人
口
は
三
十
六
・
七
二
％
に

減
少
し
、
第
二
次
産
業
就
業
人
口
の

方
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
結
果
三
十
九
年
中
に
市
内
で

生
み
だ
さ
れ
た
生
産
所
得
の
総
額
は

八
十
六
億
三
千
八
百
九
十
万
荘
千
円

で
、
前
年
に
比
べ
f
八
・
六
七
％
の

伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
叉
生
産
所
得

を
産
業
別
に
見
る
と
　
第
二
次
産
業

が
総
生
産
所
得
の
五
十
・
六
七
％
に

当
る
四
十
三
億
七
千
七
百
三
十
九
万

四
千
円
、
第
三
次
産
業
は
三
十
五
・

〇
九
％
の
八
三
＋
億
九
千
四
百
五
十

，
四
万
六
千
円
第
一
産
業
十
四
・
二
四

％
の
十
二
億
二
千
九
百
九
十
四
万
二

千
円
と
第
二
次
産
業
の
依
存
度
が
高

く
な
っ
て
お
り
番
す
。

　
次
に
就
業
者
一
人
当
り
の
労
彷
生

産
性
を
見
る
に
全
産
業
平
均
三
十
一

万
六
千
二
百
九
十
三
円
で
、
産
業
別

で
は
第
一
次
産
業
十
二
万
一
千
三
百

八
円
、
第
二
次
産
業
四
十
一
万
三
千

二
百
三
十
五
円
、
第
三
次
産
業
四
十

六
万
六
百
五
十
四
円
と
第
一
次
産
業

の
所
得
の
低
さ
が
目
立
ち
ま
て
。

　
分
配
所
得
は
八
十
三
億
百
九
十
六

万
一
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
十
五
・

二
四
％
増
加
し
、
な
か
で
も
雇
用
者

の
賃
金
給
与
手
当
な
ど
か
ら
な
る
勤

労
所
得
は
比
率
の
う
え
で
も
叉
金
額

的
に
も
天
き
く
伸
び
、
前
年
に
比
し

二
十
三
・
七
三
％
伸
び
農
業
主
を
含

む
個
人
企
業
主
と
そ
の
家
族
の
所
得

か
ら
た
る
個
人
業
主
所
得
は
僅
か

四
・
四
％
の
伸
び
に
と
ど
ま
り
、
法

人
所
得
は
十
・
二
一
％
の
伸
び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
一
人
当
り
の
分
配
所
得
は
十

六
万
七
．
十
五
百
四
十
四
円
で
あ
り
、

叉
分
配
所
得
と
財
政
規
模
（
一
般
会

計
才
出
決
算
額
）
を
対
比
し
た
財
政

比
重
は
前
年
の
八
二
％
か
ら
十
・
五

六
％
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
わ

ゆ
る
補
助
財
源
に
依
存
が
強
く
な
っ

た
一
面
と
も
解
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
個
人
の
経
済
力
を
示
す
と
み

ら
れ
る
個
人
所
得
は
総
額
七
十
七
億

一
千
七
十
五
万
七
千
円
で
前
年
に
比

し
＋
四
・
六
四
％
伸
び
又
一
人
当
の

所
得
は
十
五
万
五
千
六
百
＋
三
円
。

未
加
入
未
納
者
の
な
い
よ
う

今
月
は
国
民
年
金
推
進
月
問

　
今
月
は
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間

で
す
。

市
で
は
「
ね
ん
き
ん
新
潟
」
の
回
覧

各
世
帯
へ
の
チ
ラ
シ
配
付
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
等
P
R
に
努
め
て
い
ま
す
が

本
市
の
国
民
年
金
加
入
者
は
現
在
約

一
万
三
千
名
で
一
部
未
加
入
、
未
納

者
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
他
の

表1

構成比

lOO・0096

1
、4．24

13．曳9

　i．11

　0．04

50．67

　0．14

　5，45

45，08

35．09

13．09

　3．76

2．88

　1，12

10．39

3．31

所　得　額

　　　　　　千円

8，638，903

　1，229，942

　i，130，7i3

　　　％，243

　　　　2，9c6

4，377．，394

　　　12βi4・

　　470，534

3，894，546

3，031，567

　1，i77，973

　　324，792

　　248，7ジ0

　　　96，326

　　897，583

　　286．lO3

生　産　額

　　　　下円
16，735，695

2，013，991

1，892，597

　日5，344

　　6，050

14，721，704

　　21，435

1，245，129

13．455．140

第二次産業
鉱　　　　業
建　 設　 業

製　 造　 業

第三次産業
卸　小売業
金融保険不動産業

運輸通信業
電気・ガス・水道業

サービス業
公　　　　務

年
金
（
厚
生
年
金
．
共
済
組
合
、
恩

給
等
）
に
加
入
し
て
い
な
い
二
十
才

以
上
、
六
十
才
未
満
の
人
は
一
人
残

ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
月
の
市
報
で
「
老
令
年
金
を
受
け

る
に
必
要
な
期
間
」
に
、
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
昭
和
六
年

四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
つ

い
て
は
、
四
十
年
四
月
分
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
か
免
除
を
受
け
て
い
な

い
と
将
来
の
老
令
年
金
の
受
給
資
格

要
件
に
も
関
連
し
て
く
る
重
要
な
時

期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
該

当
者
に
つ
い
て
は
年
金
委
員
を
．
通
じ

　
　
砺
器

　
．
比

2

需
窒

表　
　
一
円

　
額

　
　
　
汗
釧
3
3

　
　
　
％
ゆ
9
，

　
得
　
ヲ
5
2

　
　
一
㎝
B
刀

　
　
「
3
　
　
　
，
　
　
，

　
所

　
　
　
　
ラ
　
4
　
　
ハ
∠

　
　
　
8

　
　
．
額
得

得　
目
、

所配分
項
一

総

2．03

5．12

0．27

0．09

168，1ぎ8

425，086

852，244

　　7，959

勤労所得
佃ノ＼業主所得

個人賃貸料所得

個人利ゴ所得

法　ノ＼所得

公営企業剰余

て
本
人
に
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、

未
加
入
者
、
未
納
の
な
い
よ
う
ご
協

力
を
願
い
ま
す
。

「
国
民
年
金
は
あ
な
た
の
年
金
で

す
」
…
…
加
入
し
な
い
で
（
又
は
末

納
の
た
め
）
不
慮
の
事
故
の
た
め
重

度
の
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
母
子
世

帯
と
な
っ
た
場
合
に
も
年
金
が
支
給

さ
れ
ず
、
老
後
に
な
っ
て
も
老
令
年

金
も
受
げ
る
こ
と
は
で
き
な
く
、
国

民
と
し
て
受
け
ら
れ
る
利
益
を
失
う

こ
と
に
な
り
、
折
角
の
国
民
年
金
か

ら
取
残
さ
れ
で
、
し
ま
い
ま
す
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
該
当

者
は
速
か
に
加
入
届
を
提
出
し
保
険

料
を
納
め
で
．
下
さ
い
。

な
お
国
民
年
毎
の
加
入
旨
で
住
所
の

異
動
　
氏
名
の
変
更
、
死
亡
、
及
び

他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
か
場
合
は

困
民
年
金

手
帳
（
十
日
町
平
場
地
区

の
み
）
と
印
鑑
々
、
持
参
し
て
、
連
か

に
市
民
課
国
民
．
年
金
係
へ
届
出
で
．
下

き
”
い
D

障
害
者
控
除
が
拡
大

市内生産所得

項　　　　　目

総
第
農
林
水
㌦
建
製

所
得
税
法
改
正

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
所
得
税

法
改
正
に
よ
り
、
障
害
者
控
除
の
適

用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
該
当
者
は
次
に
よ
っ
て
適
用
を
受

け
て
下
さ
い
。

一
、
控
除
さ
れ
る
所
得
税
額

ω
納
税
義
務
者
が
障
害
者
の
場
合

　
そ
の
者
の
そ
の
年
分
の
所
得
税
か

　
ら
六
千
円
控
除
さ
れ
ま
す
。

図
納
税
義
務
者
に
障
害
者
で
あ
る
配

　
偶
者
又
は
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合

　
納
税
義
務
者
の
そ
の
年
分
の
所
得

　
税
額
か
ら
障
害
者
一
人
に
つ
さ
六

　
千
円
控
除
さ
れ
ま
す
。

二
、
障
害
者
の
範
囲
に
つ
い
て

ω
精
神
薄
弱
者
と
は
従
来
の
精
神
衛

　
生
鑑
定
医
な
ど
か
ら
、
中
度
以
上

　
の
障
害
か
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方

　
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
今
度
は
児

時
停
止
の
励
行

踏
切
事
故
を
な
く
そ
う

　
交
通
事
故
の
増
加
に
伴
い
国
鉄
の

踏
切
事
故
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

飯
川
線
内
の
蹄
切
事
故
は
こ
れ
ま
で

四
件
を
数
え
て
い
ま
す
。
原
因
に
一

旦
停
止
を
や
ら
な
か
っ
た
た
め
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　
飯
山
線
も
気
動
車
が
次
第
に
増
加

し
て
来
ま
す
。
気
動
車
は
ス
ピ
ー
ド

が
早
い
の
で
踏
切
で
は
必
ず
一
且
停

止
を
励
行
し
、
安
全
を
確
認
し
て
下

さ
い
。
ま
た
車
体
が
軽
い
た
め
事
故

に
よ
り
脱
線
、
て
ん
覆
等
の
二
重
事

故
を
引
さ
起
す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
十
分
な
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
駅
長

　
童
相
談
所
、
精
神
薄
弱
者
更
生
相

　
談
所
、
精
神
衛
生
相
談
所
も
し
く

　
は
精
神
衛
牛
鑑
定
医
な
ど
に
よ
り

　
精
神
薄
弱
者
と
判
定
さ
れ
る
方
。

⑭
身
体
障
害
者
と
は
従
来
身
体
障
害

　
者
手
張
の
四
級
以
上
の
場
合
に
控

　
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
今
後

　
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
り
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
（
児
童
を
含
む
）
や
戦

　
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
り
、
戦

　
傷
病
者
手
帳
の
安
付
を
受
け
て
い

　
る
方
を
い
い
ま
す
。

③
ω
、
又
は
㈹
に
該
当
し
な
い
方
で

　
あ
っ
て
も
、
常
に
就
床
を
要
し
複

　
雑
な
介
護
を
要
す
る
方
も
従
来
ど

　
お
り
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
り

　
ま
す
。

三
、
障
害
者
控
膝
の
適
用
の
受
け
方

　
　
　
　
灘

A

　
に
つ
い
て

ω
給
与
所
得
者
に
対
す
る
障
害
者
控

　
除
の
適
用
に
つ
い
て
は
月
々
の
所

　
得
税
額
か
ら
五
百
円
（
障
害
者
控

　
除
対
象
者
一
人
に
つ
き
）
を
控
除

　
さ
れ
ま
す
。

な
お
本
年
の
未
届
者
は
年
末
調
整
ま

で
に
徴
収
義
務
者
（
事
業
主
叉
は
団

体
長
）
に
届
出
て
下
さ
い
。

②
事
業
所
得
者
に
対
す
る
障
害
者
控

　
除
の
適
用
に
つ
い
て
は
そ
の
提
出

　
す
べ
き
所
得
税
確
定
申
告
書
（
提

　
出
期
限
毎
年
三
月
十
五
日
）
に
当

　
該
事
項
を
記
載
し
税
務
署
に
提
出

　
す
る
こ
と
に
よ
り
障
害
者
控
除

　
（
六
千
円
）
を
適
用
さ
れ
ま
す
。

E
月
隔
日
か
ら

受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
年
賀
状
は
お
早
目
に
〃
”

　
お
な
じ
み
の
お
年
玉
つ
き
年
賀
は

が
き
は
す
で
に
十
一
月
十
一
日
か
ら

発
売
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
年
賀
は

が
き
や
年
末
の
贈
答
小
包
の
差
出
し

に
つ
い
て
、
郵
便
馬
で
は
混
雑
す
る

受
付
や
配
達
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
実

施
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
望
ん
で
い

ま
す
。
一
、
年
末
贈
答
小
包
は
十
二
月
十
四

　
日
頃
迄
に
一
日
も
早
く
お
出
し
下

　
さ
い
。

二
、
年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら

　
受
付
け
ま
す
が
、
十
二
月
二
十
一

　
日
頃
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。

三
、
年
賀
状
を
差
出
す
時
は
「
市
内

　
あ
て
」
と
「
そ
の
他
の
も
の
」
に

　
分
け
ゴ
ム
輪
等
を
か
け
て
お
出
し

　
下
さ
い
。

↓
晒
畜
I
i
ー

コ
イ
な
ど
一
万
五
千
尾

　
信
濃
川
に
放
流

　
市
て
は
信
濃
川
の
魚
族
保
存
の
た

め
こ
の
ほ
ど
ニ
ジ
マ
ス
お
よ
び
コ
イ

の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
ニ
ジ
マ
ス
は
県
水
産
試
小
出
支
場

養
殖
の
も
の
で
約
五
千
尾
（
四
十
キ

・
）
を
下
条
、
十
日
町
に
、
ま
た
田

沢
支
場
の
コ
イ
一
万
尾
（
百
四
十
キ

ロ
）
を
水
沢
、
川
治
、
十
日
町
地
内

の
各
信
濃
川
に
そ
れ
ぐ
放
流
し
ま

L
た
。
放
流
の
魚
は
い
ず
れ
も
当
才

（
一
年
）
で
三
、
四
年
後
に
は
五
百
匁

前
後
に
成
長
す
る
と
い
っ
て
い
ま
す

【
写
真
は
信
濃
川
に
放
流
さ
れ
る
コ

　
ィ
】

充
実
し
て
い
る
部
落
公
民
舘

㎜
国
道
二
　
＋
日
町
の

ロ
。
中
心
街
か
ら
南
に
約
二
粁
程
進
み
川

　
治
と
、
大
黒
沢
の
中
間
か
ら
、
羽
根

網
川
沿
い
に
左
へ
折
れ
る
と
旧
六
箇
村

　
地
内
で
す
。
最
近
整
備
さ
れ
た
道
路

ロ

■
を
約
一
粁
進
む
と
中
村
部
落
が
あ
り

　
ま
す
。
部
落
の
中
央
に
、
農
協
の
六

　
箇
支
所
が
あ
り
ま
す
。
中
村
か
ら

　
○
・
五
粁
行
く
と
右
手
に
山
谷
部
落

ロ

■
が
あ
り
、
左
手
に
秋
葉
城
杜
を
見
て

　
坂
を
登
る
と
麻
畑
部
落
で
す
。
更
に

■

　
二
粁
進
む
と
地
区
公
民
舘
が
、
十
日

曜
町
市
役
所
六
箇
出
張
所
と
併
設
さ
れ

目

　
て
お
り
ま
す
。
附
近
に
六
箇
小
学
校

圏
六
箇
中
学
校
、
六
箇
郵
便
局
が
あ
り

臓
　
ま
す
。
左
手
の
．
坂
道
を
約
二
粁
進
む

　
ど
山
の
中
腹
に
田
麦
部
落
が
あ
り
ま

臼

　
す
。
県
道
を
二
粁
程
行
く
と
ニ
ツ
屋

一
部
落
で
す
。
部
落
の
下
手
に
弁
天
池

　
円
池
と
二
つ
の
池
が
あ
り
ま
す
。
県

開
道
か
ら
右
手
一
・
五
粁
程
の
山
の
中

貼

磁

地
区
舘
め
ぐ
り
⑥
　
ー
六
箇
地
区
公
民
舘

㎜
轟
醗

コ

旧
腹
に
船
坂
部
落
が
あ
り
ま
す
。
県
道

…
を
ニ
ツ
屋
か
ら
約
三
粁
の
所
に
辰
ケ

ロ

㎜
平
部
落
、
そ
こ
か
ら
右
手
一
粁
坂
を

酬
上
る
と
温
泉
の
あ
る
塩
之
又
部
落
に

コ

㎜
つ
き
ま
す
。
羽
根
川
沿
い
に
あ
る
、

酬
府
県
道
十
日
町
塩
沢
線
に
、
点
々
と

ロ

㎜
部
落
が
散
在
し
、
今
年
八
月
よ
う
や

職
く
ニ
ッ
屋
ま
で
定
期
バ
ス
が
開
通
さ

旧
㎜
れ
て
、
部
落
間
の
距
離
を
時
間
的
に

醐
は
短
縮
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
地
区
全

㎜
体
の
合
同
事
業
は
、
無
理
で
特
に
夜

”
間
は
、
青
年
活
動
を
除
い
て
は
出
来

…
ま
せ
ん
。
幸
い
全
部
落
に
独
立
の
部

㎝
落
公
民
舘
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

…
を
利
用
さ
せ
て
戴
い
て
、
部
落
別
の

剛
旧
活
動
を
重
点
的
に
実
施
し
て
お
り
ま

㎜
す
．

順
　
活
動
の
中
心
は
婦
人
対
象
事
業

酬
で
　
婦
人
学
級
、
婦
人
講
座
、
講
習

ロ

…
会
、
講
演
会
等
を
実
施
し
て
お
り
ま

酬
す
。
婦
人
学
級
は
、
一
般
教
養
を
全

コ

㎜
体
学
習
で
年
二
回
実
施
し
、
田
麦
教

剛
室
と
山
谷
教
室
で
そ
れ
ぞ
れ
学
習
日

旧
㎜
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
田
麦
教
室
は

哩
　
「
家
計
の
や
り
く
り
」
　
「
栄
養
料

理
」
　
「
文
章
の
書
き
方
」
を
毎
月
一

回
づ
つ
学
習
日
を
も
っ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
山
谷
教
室
は
「
家
庭
の
病

気
」
　
「
活
花
」
　
「
余
暇
の
利
用
法
」

を
年
間
二
十
回
の
学
習
日
を
も
っ
て

い
ま
す
。
婦
人
講
座
は
麻
畑
で
、
被

服
を
中
心
に
週
二
回
実
施
し
、
舟
坂

で
「
書
く
こ
と
」
を
年
四
回
の
計
画

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
田
麦
で
は

「
つ
け
も
の
」
を
取
り
上
げ
て
年
三

回
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
他
の
部
落

で
は
、
　
「
講
演
会
」
「
講
習
会
」
「
話

し
合
い
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
青
年
の
活
動
は
、
山
間
農
村
の
た

め
少
数
で
す
が
、
毎
月
二
回
位
集
ま

っ
て
体
育
を
中
心
に
学
習
し
て
い
ま

す
。
七
月
に
、
川
治
、
水
沢
の
青
年

百
二
十
名
を
集
め
て
、
研
修
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
少
数
な
が
ら
全

員
［
致
協
力
し
て
、
連
日
連
夜
の
努

力
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
野
外

活
動
も
県
外
で
キ
ヤ
ン
ピ
ン
グ
を
や

り
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

　
成
人
対
象
は
農
協
と
共
催
し
て
、

先
進
地
の
農
業
構
造
改
善
事
業
を
視

察
し
て
来
ま
し
た
。

　
図
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
農
閑
期
に
、
分
舘
（
麻
畑
、
ニ

ツ
屋
．
塩
之
叉
）
へ
図
書
を
配
置
し

て
よ
り
多
く
の
方
か
ら
利
用
し
て
戴

く
よ
う
、
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
の
変
貌
と
、
出
機
の
問
題
等

地
域
全
体
の
発
展
を
計
る
た
め
、
今

後
ど
の
よ
う
に
公
民
舘
の
活
動
を
す

べ
き
か
、
運
営
委
員
会
で
研
究
を
重

ね
《
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
舘
長
富
井
清
道

　
　
　
　
　
　
　
主
事
　
霜
垣
弘
文
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